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解雇争議の早期解決で 

ジェンダー平等を 
１２月１７日 「ＪＡＬ解雇争議とジェンダー平等を考える」院内集会を開催 

「日本航空の解雇問題を早期に解決するための女性アピール」呼びかけ人と JAL争議団は 12月 17日、衆院第二

議員会館で「JAL 解雇問題とジェンダー平等を考える」院内集会を開催しました。集会には 64 名が参加。争議を早期

に解決し、ジェンダー平等を実現しようと全面解決への決意を固め合いました。 

 

 

女性の働く権利、ジェンダー平等の立場からも解決すべきだ 
婦団連 柴田真佐子会長 

 開会のあいさつに立った日本婦人団体連合（婦団連）

の柴田真佐子会長【写真上】は、「解雇された客室乗務

員は、労働組合で女性が子どもを生み育てながら働き続

けられる職場をつくってきた人たちである」と紹介。「女性

アピールには 500 人を超える賛同者を得、このアピール

をもって東京 2020 オリ・パラ組織委員会や JAL に早期

解決を要請してきた」、「女性の働く権利、ジェンダー平

等の立場からも解決すべきだ」と述べ、早期解決に向け

て引き続き支援を訴えました。 

 

「地上職でのマッチング」 新たに本社部門に 1名が内定 
内田団長が経過報告 

  客室乗務員争議団の内田妙子団長が経過を報告。

破綻当事の人員削減の状況や解雇撤回裁判を振り返り、

改めて解雇の不当性を強調するとともに、解決交渉に踏

み出した以降の経過を説明。「2018 年に経験者採用を

開始した際には争議団員のべ

21 名全員を不採用にしたが、

運動を続け、地上職希望者の１

人が職場復帰が実現し、2日前
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には、1 人が本社部門で職場復帰が内定した」と発表し

ました。また、11 月 15 日の経営協議会では、赤坂社長

が「地上職のマッチングの件はスピードアップしたい」と発

言したことを紹介し、被解雇者の年齢等を考慮すれば

「残された時間はさほどない」と述べて早期解決に向けて

の決意を表明しました。 

 

ジェンダー平等の面からも JALの闘いが注目されている 
「アピール」呼びかけ人の 3氏の発言・メッセージ 

 アピール呼びかけ人であり

国民共闘の共同代表でもある

吉永磨美日本マスコミ文化情

報労組会議（MIC）議長【写

真左】は、「経営再建やコロナ

禍で国から支援を受けている

企業の女性差別は許されない」支援を受けるなら差別を

ただすべき」と指摘し、国会議員の方々への協力も訴え

ました。 

浅倉むつ子早稲田大学名誉教授【写真右】は「日本は

女性の賃金が低く、ケア労働

や客室乗務員などコロナ禍で

女性の多い職場が大変にな

っている」と指摘し、ジェンダ

ー平等の面からも JALの闘い

が注目されていると述べまし

た。 

出席ができなかった竹信三

恵子和光大学名誉教授からはメッセージが寄せられて

おり、原告の代読により紹介されました。 

 

CCU平岩書記長が職場からの闘いを報告 
 日航キャビンクルーユニオン（CCU）の平岩元美書記

長からは、コロナ禍における職場実態と CCU の闘いの

現状が報告されました。客室乗務員は「コロナ禍で大幅

な賃金減となっている。客室乗務員は 30％ダウン。これ

に対し地上職は 25％、パイロットは 20％ダウンとなって

いる。これは整理解雇強行と同時に客乗職の賃金が出

来高払いに改悪されたことが大き

く影響している」と紹介し、「賃金

制度の改善も解雇争議の解決も、

職場の声を集めどちらも早期に

実現したい」と、解決に向けての

決意を述べました。 

 

 

引き続き ILOに情報提供を 
ILOの対応と勧告の意義を牛久保秀樹弁護士が報告 

牛久保秀樹弁護士は、結社の自由委員会の審議は、

労使の話し合いの重要性を強調し、結論に至るべく「完

全かつ率直な討議が維持されると信ずる」とする（4 次勧

告）結論を出した。しかし、乗員・客乗両労組が今年 5 月

に提出した情報提供を受け、「双方が望む解決に向けて、

引き続きアシストする用意がある」と伝えてきたと報告。 

現在の担当部署は、国際労働基準・人権局の結社の

自由部となっている。解決に至っていない状況を踏まえ、

「追加情報の提出、

結社の自由部に求

めるアシスト内容な

ど、今後も ILO に

働きかけていくこと

が必要である」と指

摘しました。 

 

参加された 6名の国会議員から激励のあいさつ 
 本集会には、立憲民主から阿部知子衆院議員、

日本共産党からは高橋千鶴子、穀田恵二衆院議員、

田村智子、山下芳生参議院議員、社民党から福島

みずほ参院議員が出席しました。 

また、日本共産党の宮本徹衆議院議員、山添拓

参議院議員については、秘書の方の代理出席があ

りました。 

会場に参加された 6 名の議員からは心温まる激

励のあいさつを頂戴しました。 

ありがとうございました。 


